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号
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。
著
書
に
『
か
わ
い
い
ナ
ビ

派
』（
東
京
美
術
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

士
後
期
課
程
。
ボ
ナ
ー
ル
に
関
す
る
主
な
論
文
に
「
ピ

エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
作
《
画
家
の
ア
ト
リ
エ
》
に
関
す

る
考
察
」（『
美
術
史
研
究
』
二
〇
一
七
年
一
二
月
）、

「
ボ
ナ
ー
ル
《
ミ
モ
ザ
の
見
え
る
ア
ト
リ
エ
》
に
お
け

る
距
離
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ル
・

ボ
ス
ケ　
〈
茂
み
〉
の
な
か
で
の
遊
び
方
』
二
〇
二
〇

年
）。

袴
田
紘
代
（
は
か
ま
た
・
ひ
ろ
よ
）

国
立
西
洋
美
術
館
主
任
研
究
員
。
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術

史
専
攻
。
主
要
論
文
に
「
一
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
美
術
と
演
劇
の
交
差
」（
東
京
藝
術
大
学
博
士
論

文
、
二
〇
一
五
）
な
ど
。
訳
書
に
グ
リ
フ
ィ
ス
著
『
西

洋
版
画
の
歴
史
と
技
法
』（
共
訳
、
中
央
公
論
美
術
出

版
、
二
〇
一
三
）。
担
当
展
に
「
北
斎
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
」（
国
立
西
洋
美
術
館
、
二
〇
一
七
―
一
八
）
な
ど
。

杉
山
菜
穂
子
（
す
ぎ
や
ま
・
な
お
こ
）　

三
菱
一
号
館
美
術
館
主
任
学
芸
員
。
専
門
は
一
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
美
術
。「
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
展
」（
二
〇
一
四

年
）、「
オ
ル
セ
ー
の
ナ
ビ
派
展
」（
二
〇
一
七
年
）、

「
画
家
が
見
た
こ
ど
も
展
」（
二
〇
二
〇
年
）
他
担
当
。

論
文
に
「
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ=

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
シ
ェ
レ

の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
三
十
一

小
泉
順
也
（
こ
い
ず
み
・
ま
さ
や
）

一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
教
授
。
専
門
は
ポ

ス
ト
印
象
派
、
ナ
ビ
派
。
最
近
の
論
考
と
し
て
、「
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
コ
ー
ト
ー
ル
ド
と
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
」

（『
コ
ー
ト
ー
ル
ド
美
術
館
展
』、
東
京
都
美
術
館
ほ
か
、

二
〇
一
九
年
）、「
オ
ル
セ
ー
美
術
館
に
お
け
る
ナ
ビ
派

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
作
品
の
収
蔵
数
の
変
遷
と
最
近

の
動
向
（『
人
文
・
自
然
研
究
』、
一
三
号
、
二
〇
一
九

年
）。
一
四
号
、
二
〇
二
〇
年
。
翻
訳
監
修
に
ギ
ィ
・

コ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ル
『
ヴ
ュ
イ
ヤ
ー
ル
』
創
元
社
、
二
〇
一

六
年
。

横
山
由
季
子
（
よ
こ
や
ま
・
ゆ
き
こ
）

金
沢
21
世
紀
美
術
館
学
芸
員
。
専
門
は
フ
ラ
ン
ス
近
代

美
術
・
現
代
美
術
。
主
な
論
文
に
、「
視
覚
か
ら
触
覚

へ

―
ボ
ナ
ー
ル
の
デ
ッ
サ
ン
に
見
る
美
学
」（『
親
密

派
の
光
と
影　

ボ
ナ
ー
ル
が
生
き
た
時
代
』
ヤ
マ
ザ
キ

マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）、「
絵
画
の
開

か
れ

：

ボ
ナ
ー
ル
の
作
品
に
お
け
る
知
覚
と
記
憶
を
め

ぐ
っ
て
」（『
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
展
』
国
立
新
美
術

館
、
二
〇
一
八
年
九
月
）
な
ど
。

吉
村
真
（
よ
し
む
ら
・
し
ん
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
術
史
学
コ
ー
ス
博
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